
１章 正の数，負の数（23時間※）   ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標  (1) 正の数，負の数のよさや必要性を実感し，それを活用して考えたり判断したりしようとする。 

     (2) 正の数，負の数で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

     (3) 正の数，負の数の四則計算を正確かつ能率的にすることができる。 

     (4) 正の数，負の数の必要性と意味およびその四則計算の意味を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

正
の
数
、
負
の
数
（
４
時
間
） 

① 符号のついた数 ・符号のついた数の意味 

・反対の性質や反対の方向をもつ数量を，符

号のついた数を使って表すこと 

・正の数，負の数，自然数の意味 

・数直線を用いて正の数，負の数を表すこ

と 

(２) ○身のまわりで負の数が使われて

いる場面に関心をもち，それを探

したり，その意味を考えたりしよ

うとしていた。 

○負の数を数直線上に表す方法に

関心をもち，それを既習の知識を

使って考えようとしていた。 

 

◎様々な場面で用いられている負

の数の必要性と意味を考えると

ともに，身のまわりの様々な事象

を負の数を使って積極的に表そ

うとしていた。 

○身のまわりで使われている正の

数，負の数の意味を考えることが

できた。 

○既習の数直線をもとに，負の数を 

数直線上に表す方法を考えるこ

とができた。 

 

 

◎反対の性質や反対の方向をもつ

数量は，符号のついた数を使うと

統一して表すことができること

のよさを考え，それを説明するこ

とができた。 

○反対の性質や反対の方向をもつ

数量を，符号のついた数を使って

表すことができた。 

○正の数，負の数を数直線上に表す

ことができた。 

 

 

 

◎反対の性質や反対の方向をもつ

数量を，符号のついた数を使って

表したり，正の数，負の数を数直

線上に表したりすることが正確

にできた。 

○反対の性質や反対の方向をもつ

数量は，符号のついた数を使って

表すことができることを理解し

ていた。 

○符号や自然数，整数の意味を理解

していた。 

 

 

◎正の数，負の数で表現された数が

意味しているものを理解してい

た。 

② 数の大小 ・不等号を使って数の大小関係を表すこと 

・絶対値の意味 

・絶対値と数の大小との関係 

(１) ○数の大小関係に関心をもち，判断

する方法を既習の知識を使って

考えようとしていた。 

 

 

◎数の大小関係を，数直線や絶対値

の意味から考えようとしていた。 

○数の大小関係の判断を，数直線を

用いて考えることができた。 

 

 

 

◎数の大小関係を，符号と絶対値に

着目して判断する方法を考え，そ

れを説明することができた。 

○数の大小関係を適切に判断し，不

等号を使って表すことができた。 

 

 

 

◎数の大小関係を適切に判断し，不

等号を使って正確に表すことが

できた。 

○不等号や絶対値の意味を理解し

ていた。 

○数の大小関係を判断する方法を

理解していた。 

 

◎数の大小関係を，符号と絶対値に

着目して判断する方法を理解し

ていた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

数学ミニ事典 

３つの数の大小の 

表し方 

・３つの数の大小を，不等号を使って表す

方法 

  

２
節 

加
法
と
減
法
（
８
時
間
） 

① 加法 ・正の数，負の数の加法の意味 

・同符号の２数，異符号の２数の加法 

・加法の交換法則と結合法則 

・いくつかの数の加法 

(３) ○加法に関心をもち，その意味を考

えようとしていた。 

 

 

 

 

 

◎同符号どうし，異符号どうしの加

法について，式や数の特徴を把握

し，工夫して計算しようとしてい

た。 

○加法の意味を，既習の内容や移動

の合成を根拠にして考えること

ができた。 

○符号と絶対値に着目して，２数の

和を求める方法を考えることが

できた。 

 

◎同符号どうしの計算のしかたか

ら異符号どうしの計算のしかた

を類推するなど，式や数の特徴を

把握し，工夫して計算のしかたを

考えたり，その過程を説明したり

することができた。 

○加法の計算をすることができた。 

○２数の和を，符号と絶対値に着目

して求めることができた。 

 

 

 

 

◎加法の交換法則や結合法則を適

切に使って，いくつかの数の和を

求めることができた。 

○加法の意味を理解していた。 

○加法の計算のしかたを理解して

いた。 

○数を拡張しても，加法の交換法則

や結合法則が成り立つことを理

解していた。 

 

◎いくつかの数の和を工夫して求

める計算のしかたと，計算法則の

関連を十分に理解していた。 



② 減法 ・正の数，負の数の減法の意味 

・加法に直した減法の計算 

(２) ○減法に関心をもち，その計算のし

かたを身につけようとしていた。 

 

 

 

 

 

 

◎減法の意味を，移動をもとにした

加法の意味と関連させて考えよ

うとしていた。 

○減法は加法に直せることを，数直

線を使って考えることができた。 

○負の数を導入することで，どのよ

うな場合でも減法が可能になる

ことを考えることができた。 

○加法と減法を統一的にみること

ができた。 

 

◎減法の意味とその計算のしかた

について，小学校で学習した減法

の意味と比較したり，加法と減法

を統一的にみたりして，計算を合

理的に考え，それを説明すること

ができた。 

○減法の計算をすることができた。 

○減法を加法に直して計算するこ

とができた。 

 

 

 

 

 

◎減法を加法に直して計算するこ

とが正確にできた。 

○減法の意味を理解していた。 

○減法の計算のしかたを理解して

いた。 

○加法と減法を統一的にみること

ができることを理解していた。 

 

 

 

◎減法の意味と，小学校で学習した

減法の意味との関連を理解して

いた。 

③ 加法と減法の 

混じった式の計算 

・項の意味 

・加法と減法の混じった式の計算 

・項を並べた式の計算 

(２) ○加法と減法を統一的にみること

のよさに関心をもち，項を並べた

式で表して計算しようとしてい

た。 

 

 

◎記号と符号に同じものを使用す

ることのよさに気づき，その理由

を考えようとしたり，計算のしか

たを工夫しようとしたりしてい

た。 

○式を，項を並べた式とみることが

できた。 

○項を並べた式を，既習の知識と関

連づけて考えることができた。 

 

 

◎項を並べた式を，既習の式や正の

数，負の数の加減と関連づけて考

えることができたり，計算法則を

用いて計算のしかたを工夫して

考えたりすることができた。 

○加減の混じった式を，加法の式に

直して計算することができた。 

○加減の混じった式を，項を並べた

式で表して計算することができ

た。 

 

◎項に小数や分数を含む加法や減

法の計算を正確にすることがで

きた。 

○項を並べた式の意味を理解して

いた。 

○数を拡張することによって，加法

と減法を統一的にみられること

を理解していた。 

 

◎項を並べた式の意味を，加減の混

じった式を加法だけの式に直し

た式と関連づけて理解していた。 

数学ミニ事典 

「ひく」と「マイナス」 

・「ひく」と「マイナス」の関係      

基本のたしかめ ２節の基本問題 (１)  

チャレンジコーナー 

魔方陣 

・魔方陣づくり  ○魔方陣に関心をもち，進んで魔方

陣を完成しようとしていた。 

 

◎自らいろいろな魔方陣をつくろ

うとしていた。 

○手際よく計算する方法を考えて

いた。 

 

◎手際よく魔方陣を完成する方法

を考えていた。 

○加法の計算をして，魔方陣を完成

することができた。 

 

３
節 

乗
法
と
除
法
（
８
時
間
） 

① 乗法 ・正の数，負の数の乗法の意味 

・同符号の２数，異符号の２数の乗法 

・乗法の交換法則と結合法則 

・いくつかの数の乗法 

・累乗，指数の意味 

・累乗の計算 

(３) ○乗法に関心をもち，移動をもとに

その意味を考えようとしていた。 

 

 

 

 

 

◎いくつかの数の乗法で，式や数の

特徴を把握し，工夫して計算しよ

うとしていた。 

○乗法の意味を，位置や時間にとも

なった移動を根拠にして考える

ことができた。 

○符号と絶対値に着目して，２数の

積を求める方法を考えることが

できた。 

 

◎式や数の特徴を把握し，計算のし

かたを工夫して考え，それを説明

することができた。 

○２数の積を，符号と絶対値に着目

して求めることができた。 

○累乗の指数を含む乗法の計算を

することができた。 

 

 

 

◎乗法の交換法則や結合法則を適

切に使って，いくつかの数の積を

求めることができた。 

○乗法の意味を理解していた。 

○乗法の計算のしかたを理解して

いた。 

○数を拡張しても，乗法の交換法則

や結合法則が成り立つことを理

解していた。 

 

◎いくつかの数の積を工夫して求

める計算のしかたと，計算法則の

関連を十分に理解していた。 

② 除法 ・正の数，負の数の除法の意味 

・乗法に直した除法の計算 

・乗法と除法の混じった式の計算 

(２) ○除法に関心をもち，計算のしかた

を身につけようとしていた。 

 

 

 

◎乗法と除法の混じった式につい

て，式の特徴を把握し，工夫して

計算しようとしていた。 

○既習の乗法と除法の関係から，除

法の計算のしかたを考えること

ができた。 

 

 

◎乗法と除法の混じった式を，負の

符号の数に着目したり，除法を乗

法にして計算法則を使ったりす

るなど，式の特徴を把握し，計算

のしかたを工夫して考えること

ができた。 

○正の数，負の数の除法の計算のし

かたを説明することができた。 

○除法を乗法に直して計算するこ

とができた。 

 

◎乗法の交換法則や結合法則を適

切に使って，乗法と除法の混じっ

た式の計算をすることができた。 

○除法の意味を理解していた。 

○除法の計算のしかたを理解して

いた。 

 

 

◎乗法と除法の関係を，加法と減法

の関係と関連づけて理解してい

た。 



③ 四則の混じった 

式の計算 

・四則の意味 

・四則の混じった式の計算 

・分配法則 

・数の集合と四則計算 

(２) ○四則の混じった式の計算に関心

をもち，計算のしかたを身につけ

ようとしていた。 

 

 

 

◎計算の順序に注意を払い，正確か

つ能率的に計算をしようとして

いた。 

○分配法則を使って，加法と乗法の

混じった式の計算のしかたを考

えることができた。 

○数の集合と四則計算の可能性に

ついてとらえ直すことができた。 

 

◎式や数の特徴を把握しながら，計

算のしかたを工夫して考え，それ

を説明することができた。 

○四則の混じった式の計算をする

ことができた。 

 

 

 

 

◎四則の混じった式や累乗を含ん

だ式の計算をすることができた。 

○四則の混じった式の計算手順と

方法を理解していた。 

○数を拡張しても，加法と乗法の交

換法則や結合法則が成り立つこ

とを理解していた。 

 

◎正の数，負の数の四則計算を，既

習の計算の発展として理解して

いた。 

チャレンジコーナー 

切符を使った遊び 

・式をつくる工夫  ○数を使った遊びに関心をもち，積

極的に解決しようとしていた。 

 

◎１つの方法だけでなく，複数のつ

くり方を考えようとしていた。 

◎数字を変えるなどして，自分で問

題をつくり，それを解決しようと

していた。 

○結果が 10 になる式を，見通しを

立てて考えることができた。 

 

◎複数のつくり方を考えたり，ある

いは式をつくるとき，見通しを立

てて考えたり，それを説明したり

することができた。 

○結果が 10 になる式をつくること

ができた。 

 

◎数字を変えるなどして，結果が 10

になるいろいろな式をつくるこ

とができた。 

○結果が 10 になる式のつくり方を

理解していた。 

 

◎結果が 10になる式をつくるとき，

見通しを立てて考える方法を理

解していた。 

基本のたしかめ ３節の基本問題 (１)  

４
節 

正
の
数
、
負
の
数
の
活
用
（
１
時
間
） 

① 正の数，負の数 

の活用 

・正の数，負の数を活用した課題の解決 

 

(１) ○正の数，負の数を使って考えてい

くよさに関心をもち，変化や状況

を表したり処理したりしようと

していた。 

 

◎正の数，負の数を使って変化や状

況を簡潔に表すことで，身のまわ

りのいろいろな問題を解決しよ

うとしていた。 

○正の数，負の数で表された数値か

らその変化や状況を読みとるこ

とができた。 

 

 

◎正の数，負の数を使って変化や状

況を読みとり，個数の平均の求め

方などを説明することができた。 

○仮平均などの事象を，負の数を使

って表すことができた。 

 

 

 

◎正の数，負の数を使って，身のま

わりのいろいろな事象を表した

り処理したりすることができた。 

○ある値を基準にとることで，正の

数，負の数を活用することができ

ることを理解していた。 

 

 

◎正の数，負の数を使って表したり

処理したりすることのよさを理

解していた。 

チャレンジコーナー 

負の符号を使って 

表されている数量 

・負の符号を使って表される数量の意味 

・負の数を使った問題づくり 

 ○いろいろな量の観察を通して，正

の数，負の数に関心をもち，その

必要性と意味を考えようとして

いた。 

 

 

 

◎正の数，負の数の計算に関心をも

ち，その計算で身のまわりの様々

な事象を表そうとしていた。 

○身のまわりで使われている正の

数，負の数の意味を考えることが

できた。 

○正の数，負の数の計算の意味を考

え，それらを使った計算の問題を

つくることができた。 

 

◎正の数，負の数の計算の意味を考

え，それらを使った計算の問題を

複数つくることができた。 

◎他人や自分のつくった問題が事

象を正しく表しているか判断し，

それを説明することができた。 

○反対の性質や反対の方向をもつ

数量を，符号のついた数を使って

表すことができた。 

 

 

 

 

◎つくった問題の意味をとらえ，正

の数，負の数の計算を正確にする

ことができた。 

○反対の性質や反対の方向をもつ

数量は，符号のついた数を使って

表すことができることを理解し

ていた。 

 

 

 

◎正の数，負の数で表現された数や

その計算の意味を理解していた。 

学習のまとめ １章の基本のまとめ   

章の問題 １章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

大きな数 

・大きな数の命数法や記数法  ○命数法や記数法など，数について

関心をもち，その表し方とそのよ

さについて考えようとしていた。 

 

◎命数法や記数法についてさらに

関心をもち，小数の場合を調べた

り，『塵劫記』などを通して数と

文化との関わりについてさらに

調べたりしようとしていた。 

○命数法や記数法のしくみのよさ

について考えることができた。 

 

 

◎命数法や記数法のしくみのよさ

について考え，それを説明するこ

とができた。 

◎小数の命数法や記数法など，いろ

いろな数の表し方とそのよさに

ついて考えることができた。 

○桁数の多い自然数を表したり読

んだりすることができた。 

 

 

◎小数を表したり読んだりするこ

とができた。 

○十進位取り記数法の意味を理解

していた。 

○命数法のしくみを理解していた。 

 

◎小数の命数法や記数法について

理解していた。 



２章 文字と式（19 時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標  (1) 文字を使った式のよさや必要性を実感し，それを活用して考えたり判断したりしようとする。 

     (2) 文字を使った式で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

     (3) 文字を使った式を正確に計算したり，数量の関係や法則などを文字を使った式で表したりすることができる。 

     (4) 文字を使うことの必要性と意味を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

文
字
の
使
用
（
6.5

時
間
） 

① 文字を使った式 ・文字を使った式の意味 

・１種類の文字を使って数量を表すこと 

・２種類の文字を使って数量を表すこと 

(１) ○文字を使って表すことに関心を

もち，いろいろな数量を，文字を

使って表そうとしていた。 

 

 

◎いろいろな数量を，文字を使って

表すことに関心をもつとともに，

その必要性と意味についても考

えようとしていた。 

○ストローの本数など，数量の変わ

り方や関係をとらえて，文字を使

って簡潔かつ一般的に表すこと

を考えることができた。 

 

◎数量の変わり方や関係をとらえ

て，文字を使って数量を簡潔かつ

一般的に表す方法の必要性と意

味を考え，それを説明することが

できた。 

○いろいろな数量を，文字を使って

式に表すことができた。 

 

 

 

◎いろいろな数量を，文字を使って

正確に式に表すことができた。 

○数量を，文字を使って表すことを

理解していた。 

 

 

 

◎数量を，文字を使って表すことの

必要性と意味を理解していた。 

② 式の表し方 ・文字を使った式の積の表し方 

・文字を使った式の累乗の表し方 

・文字を使った式の商の表し方 

・文字を使った式の記号×，÷を使わない

表し方 

(２) ○積，商の表し方に関心をもち，そ

の約束にしたがって，文字を使っ

た式を簡潔に表そうとしていた。 

 

 

◎積，商の表し方の約束にしたがっ

て，文字を使ったいろいろな式を

簡潔に表そうとしていた。 

○積，商の表し方の約束にしたがっ

て，文字を使った式を表すこと

で，より簡潔に表すことができる

ことを考えることができた。 

 

◎文字を使って簡潔に表された式

から，その計算の意味を読みとる

ことができた。 

○積，商の表し方の約束にしたがっ

て，文字を使った式を表すことが

できた。 

 

 

◎積，商の表し方の約束にしたがっ

て，文字を使った式を正確に表す

ことができた。 

○文字を使った式の積，商の表し方

の約束について理解していた。 

 

 

 

◎文字を使った式の積，商の表し方

の約束の意味について理解して

いた。 

③ 数量の表し方 ・式の表し方の約束にしたがって，いろい

ろな数量を表すこと 

・単位をそろえて数量を表すこと 

(１) ○文字を使って表すことに関心を

もち，既習の数量などいろいろな

数量について考えようとしてい

た。 

 

◎いろいろな数量を，文字を使って

表すことに関心をもつとともに，

その数量の関係を考えようとし

ていた。 

○いろいろな数量の関係をとらえ，

文字を使って簡潔かつ一般的に

表すことを考えることができた。 

 

 

◎いろいろな数量を，文字を使って

簡潔かつ一般的に表すとともに，

その数量の関係を考え，それを説

明することができた。 

○文字を使った式の表し方の約束

にしたがって，いろいろな数量を

表すことができた。 

 

 

◎文字を使った式の表し方の約束

にしたがって，いろいろな数量を

正確に表すことができた。 

○文字を使った式の表し方の約束

にしたがって，いろいろな数量を

表すことを理解していた。 

 

 

◎文字を使った式の表し方の約束

にしたがって，いろいろな数量を

表すことで，数量の関係を考察で

きることを理解していた。 

④ 式の読みとり ・式の読みとり 

 

(0.5) ○文字を使った式の意味に関心を

もち，読みとろうとしていた。 

 

 

 

 

◎文字を使った式の意味を読みと

ろうとして，式を積極的に活用し

ようとしていた。 

○文字を使った式が何を意味して

いるのかを考えることができた。 

 

 

 

 

◎式の違いから，求め方や考え方の

違いを読みとり，それを説明する

ことができた。 

 

○文字を使った式がどのような数

量を表しているかを読みとるこ

とができた。 

 

 

 

◎文字を使った式がどのような数

量を表しているかを，的確に読み

とったり伝えたりすることがで

きた。 

○文字を使った式の意味を読みと

ることを理解していた。 

○文字を使った式が自分の考えを

他人に伝えることができること

を理解していた。 

 

◎文字を使った式を読みとること

の意味とそのよさを理解してい

た。 

⑤ 式の値 ・代入することの意味 

・式の値の意味 

・文字が１種類の式の値の求め方 

・文字が２種類の式の値の求め方 

(１) ○文字を使った式に関心をもち，式

の中の文字に数を代入して，その

値を求めようとしていた。 

 

○式の中の文字に数を代入するこ

との意味を考えることができた。 

 

 

○式の中の文字に数を代入して，数

量の値を求めることができた。 

 

 

○式の値の意味を理解していた。 

○式の中の文字に数を代入して，数

量の値を求めることを理解して

いた。 



◎具体的な場面と結びつけて，式の

値を求めようとしていた。 

◎式の中の文字に数を代入するこ

との意味を考え，それを説明する

ことができた。 

◎具体的な場面と結びつけて，式の

値の意味を考えることができた。 

◎式の中の文字に数を代入して，数

量の値を正確に求めることがで

きた。 

◎具体的な場面と結びつけて，式の

値を求めることの意味を理解し

ていた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

２
節 

式
の
計
算
（
６
時
間
） 

① １次式と数の 

乗法，除法 

・項，係数の意味 

・１次式の意味 

・項が１つの１次式と数の乗法，除法 

・項が２つの１次式と数の乗法，除法 

(３) ○１次式と数の乗法，除法の計算の

しかたに関心をもち，計算しよう

としていた。 

 

 

◎既習の内容をもとに，１次式と数

の乗法，除法の計算のしかたを考

えることに関心をもち，計算しよ

うとしていた。 

○１次式と数の乗法，除法の計算の

しかたを考えることができた。 

 

 

 

◎既習の内容をもとに，１次式と数

の乗法，除法の計算のしかたを考

え，それを説明することができ

た。 

◎１次式と数の乗法，除法で表され

た式を使って事象を考察し，それ

を説明することができた。 

○項と係数を求めることができた。 

○１次式と数の乗法，除法の計算を

することができた。 

 

 

◎１次式と数の乗法，除法の計算を

正確にすることができた。 

○項と係数，１次式の意味を理解し

ていた。 

○１次式と数の乗法，除法の計算の

しかたを理解していた。 

 

◎１次式と数の乗法，除法の計算の

しかたとその意味を，計算法則に

もとづいて理解していた。 

② １次式の加法，減法 ・文字の部分が同じ項のまとめ方 

・簡単な１次式の加法，減法 

・１次式と数の乗法を含む加法，減法 

(２) ○１次式の加法，減法の計算のしか

たに関心をもち，計算しようとし

ていた。 

 

 

 

◎１次式の加法，減法の計算のしか

たを考えることに関心をもち，計

算しようとしていた。 

◎１次式の計算と数の計算との共

通点や違いについて考えようと

していた。 

○１次式の加法，減法の計算のしか

たを考えることができた。 

 

 

 

 

◎既習の内容をもとに，１次式の加

法，減法の計算のしかたを考え，

それを説明することができた。 

◎１次式の四則計算で表された式

の意味を日常生活の場面と関連

づけて考察し，それを説明するこ

とができた。 

○１次式の加法，減法の計算をする

ことができた。 

 

 

 

 

◎１次式の加法，減法の計算を正確

にすることができた。 

○同類項どうしをまとめて，式を簡

潔に表すことの意味を理解して

いた。 

○１次式の加法，減法の計算のしか

たを理解していた。 

 

◎１次式の加法，減法の計算のしか

たとその意味を理解していた。 

チャレンジコーナー 

計算マジック 

・ある法則にしたがった数の計算  ○数を使った遊びに関心をもち，そ

のしくみについて数学的に考え

ようとしていた。 

 

◎数を使った遊びについて関心を

もち，そのしくみについて文字を

使って説明しようとしていた。 

○計算の結果のもつ共通な性質に

ついて，帰納的に見つけることが

できた。 

 

◎予想した性質が成り立つ理由に

ついて，文字を使った式を用いて

説明することができた。 

○①から⑥までの順序の通りに，数

の計算をすることができた。 

 

 

◎①から⑥までの順序の通りに，文

字を使った式で計算することが

できた。 

○最初がどのような数でも，必ず計

算の結果が同じ数になるという

ことの意味を理解していた。 

 

◎計算の結果が同じ数になること

を，文字を使った式を用いて説明

することができることを理解し

ていた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (１)  

３
節 

式
の
活
用
（
２
時
間
） 

① 式の活用 ・いろいろな整数の文字の表し方 

・碁石の個数の求め方 

（２） 〇いろいろな整数に関心をもち，文

字を使った式で表そうとしてい

た。 

〇碁石の個数に関心をもち，文字を

使った式で表そうとしたり，表さ

れた式の意味を読みとろうとし

ていた。 

 

◎文字を使った式で数量を表した

り，式の意味を読みとったり，式

で考えを伝え合ったりするなど，

式を積極的に活用しようとして

いた。 

〇いろいろな整数を，文字を使って

簡潔かつ一般的に表すことを考

えることができた。 

〇碁石の個数を文字を使った式で

簡潔かつ一般的に表すことや，表

された式の意味を考えることが

できた。 

 

◎碁石の個数について，文字を使っ

た式で複数の表し方を考えるこ

とができた。 

 

〇いろいろな整数を，文字を使った

式で表すことができた。 

〇碁石の個数を文字を使った式で

表したり，表された式の意味を読

みとることができた。 

 

 

 

◎碁石の個数について，文字を使っ

た式で複数の表し方をすること

ができた。 

 

〇いろいろな整数を，文字を使った

式で表すことを理解していた。 

〇式を使って数量を表したり読み

とったりすることのよさを理解

していた。 

 

 

 

◎文字を使った式が，自分の考えを

他人に伝えることができること

を理解していた。 

 



４
節 

数
量
の
関
係
を
表
す
式
（
2.5

時
間
） 

① 等しい関係を表す式 ・等式の意味 

・等式を使って２つの数量の等しい関係を

表すこと 

(１) ○様々な事象に関心をもち，等式で

表したり，その意味を読みとった

りしようとしていた。 

 

 

 

◎様々な事象を等式で表したり，そ

の意味を読みとったりして数学

的な関係や他の表現のしかたを

見いだそうとしていた。 

○数量の関係や法則の中から相等

関係を見つけ，それを等式で表す

方法を考えることができた。 

○等式で表されたものの意味を考

えることができた。 

 

◎数量の関係や法則の中から相等

関係を見つけ，それを等式で表す

複数の方法を考え，それを説明す

ることができた。 

◎等式で表されたものの意味を考

え，それを説明することができ

た。 

○数量の関係や法則を等式で表す

ことができた。 

○等式で表されたものの意味を読

みとることができた。 

 

 

◎数量の関係や法則を等式で表し

たり，等式の意味を読みとったり

することが正確にできた。 

○等式の意味を理解していた。 

○相等関係を等式で表す方法を理

解していた。 

○等式で表されたものの意味を理

解していた。 

 

◎相等関係を等式で表す方法およ

び等式で表されたものの意味を

理解していた。 

② 大小関係を表す式 ・不等式の意味 

・不等式を使って２つの数量の大小関係を

表すこと 

(１) ○様々な事象に関心をもち，不等式

で表したり，その意味を読みとっ

たりしようとしていた。 

 

 

 

 

◎様々な事象を不等式で表したり，

その意味を読みとって数学的な

関係を見いだそうとしていた。 

○数量の関係や法則の中から大小

関係を見つけ，それを不等式で表

す方法を考えることができた。 

○不等式で表されたものの意味を

考えることができた。 

 

 

◎数量の関係や法則の中から大小

関係を見つけ，それを不等式で表

す複数の方法を考え，それを説明

することができた。 

◎不等式で表されたものの意味を

考え，それを説明することができ

た。 

○数量の関係や法則を不等式で表

すことができた。 

○不等式で表されたものの意味を

読みとることができた。 

 

 

 

◎数量の関係や法則を不等式で表

したり，不等式の意味を読みとっ

たりすることが正確にできた。 

○不等号を用いた表現のしかたや

不等式の意味を理解していた。 

○大小関係を不等式で表す方法を

理解していた。 

○不等式で表されたものの意味を

理解していた。 

 

◎大小関係を不等式で表す方法お

よび不等式で表されたものの意

味を理解していた。 

基本のたしかめ ４節の基本問題 (0.5)  

数学ミニ事典 

累乗の表し方の歴史 

・中世ヨーロッパにおける累乗の表し方   

学習のまとめ ２章の基本のまとめ   

章の問題 ２章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

いろいろな並べ方 

・ストローの並べ方を変えて，その本数を

式で表すこと 

 ○図形の数とストローの本数の関

係に関心をもち，数学的にとら

え，文字を使って表現しようとし

たり，式の意味を読みとろうとし

ていた。 

 

◎形や並べ方を変えて新しい問題

を意欲的につくるなど，発展的に

考えていこうとしていた。 

○図形の数とストローの本数の関

係について，帰納的に見つけるな

ど，数学的に考えることができ

た。 

 

 

◎形や並べ方を変えても，共通する

数学的な性質を見いだすことが

できた。 

○図形の数とストローの本数の関

係について，文字を使った式で表

すことができた。 

 

 

 

◎形や並べ方を変えても，図形の数

とストローの本数の関係につい

て，文字を使った式で表すことが

できた。 

○事象を数学的にとらえ，文字を使

って表現したり，式の意味を読み

とったりすることを理解してい

た。 

 

 

◎形や図形を変えて，さらに数量の

関係を考えていくなど，問題を発

展的に考えることを理解してい

た。 

 



３章 方程式（16 時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標  (1) 方程式のよさや必要性を実感し，それを活用して考えたり判断したりしようとする。 

     (2) 方程式で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

     (3) 方程式を正確かつ能率的に解いたり，方程式を活用して問題を解決したりすることができる。 

     (4) 方程式の必要性と意味およびその解の意味を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

方
程
式
と
そ
の
解
き
方
（
８
時
間
） 

① 方程式とその解 ・未知の数量を文字を使って求める方法 

・方程式の意味 

・方程式の解，解くことの意味 

(１) ○方程式とその解に関心をもち，

様々な数を代入するなどして解

を求めようとしていた。 

 

 

 

◎方程式とその解に関心をもち，そ

の必要性と意味を考えようとし

たり，様々な数を代入して解を求

めようとしたりしていた。 

○未知数を文字でおいてつくる等

式の意味について考えることが

できた。 

○方程式の解を求める方法を考え

ることができた。 

 

◎既習の解き方と比べて，方程式を

使って解くことの意味と必要性

について考えることができた。 

◎方程式で使っている文字と既習

の文字との違いを考えることが

できた。 

○方程式の文字に数を代入して，そ

の解を求めることができた。 

 

 

 

 

◎方程式の文字に数を代入して，そ

の解を正確に求めることができ

た。 

○方程式の必要性と意味を理解し

ていた。 

○方程式の解の意味を理解してい

た。 

 

 

◎方程式の必要性と意味およびそ

の解の意味について理解してい

た。 

◎方程式で使っている文字と既習

の文字との違いを理解していた。 

② 等式の性質 ・等式の性質 

・等式の性質を使った方程式の変形 

(１) ○等式のもつ性質に関心をもち，そ

れを考えようとしていた。 

 

 

 

 

◎文字に数を代入せずに方程式を

解く方法に関心をもち，等式の性

質をもとに変形する方法につい

て考えようとしていた。 

○等式のもつ性質について考える

ことができた。 

○等式の性質をもとに，方程式を変

形する方法を考えることができ

た。 

 

◎等式の性質をもとに，方程式を変

形する方法を説明したり，変形し

た式を見てその理由を説明した

りすることができた。 

◎等式の性質□1 と□2 ，□3 と□4 を統合

的に見ることができた。 

○等式の性質をもとに，方程式を変

形することができた。 

 

 

 

 

◎等式の性質をもとに，方程式を正

確に変形することができた。 

○等式の性質の意味を理解してい

た。 

○等式の性質をもとに，方程式を変

形していく方法を理解していた。 

 

 

◎等式の性質をもとに，方程式を変

形していく意味を理解していた。 

③ 方程式の解き方 ・等式の性質を使った方程式の解き方 

・移項の意味 

・移項の考えを使った方程式の解き方 

(３) ○方程式の解き方に関心をもち，等

式の性質をもとに，方程式を解こ

うとしていた。 

 

◎等式の性質をもとに，方程式を解

くことに関心をもち，能率よく方

程式を解こうとしていた。 

○方程式を解くにあたって，等式の

性質が式変形の根拠になってい

ることを考えることができた。 

 

◎方程式を解くにあたって，等式の

性質が式変形の根拠になってい

ることを考え，それを説明するこ

とができた。 

○等式の性質や移項の考えを使っ

て，方程式を解くことができた。 

 

 

◎等式の性質や移項の考えを積極

的に使って，方程式を形式的に解

くことができた。 

○等式の性質をもとにした方程式

の解き方を理解していた。 

○移項の意味を理解していた。 

 

◎移項の意味を理解し，等式の性質

をもとにした方程式の解き方を

理解していた。 

④ いろいろな方程式 ・かっこを含む方程式の解き方 

・係数に小数や分数がある方程式の解き方 

・１次方程式の意味と解き方の手順 

(２) ○方程式の解き方に関心をもち，等

式の性質をもとに，いろいろな方

程式を解こうとしていた。 

 

 

 

 

◎等式の性質をもとに，いろいろな

方程式を解くことに関心をもち，

○方程式の変形の過程を観察して，

方程式の解き方の一般的な手順

について考えることができた。 

 

 

 

 

◎等式の性質が式変形の根拠にな

っていることを説明したり，文字

○いろいろな方程式を能率よく解

くことができた。 

 

 

 

 

 

◎いろいろな方程式を正確かつ能

率的に解くことができた。 

○等式の性質をもとにしたいろい

ろな方程式の解き方を理解して

いた。 

○方程式の変形の過程を観察して，

方程式の解き方の一般的な手順

について理解していた。 

 

◎等式の性質をもとにしたいろい

ろな方程式の解き方を理解し，そ



能率よく方程式を解こうとして

いた。 

を用いた式の計算における変形

の過程の違いについて考えたり

することができた。 

◎方程式の変形の過程を観察して，

解き方の一般的な手順について

まとめることができた。 

の解き方の一般的な手順につい

て理解していた。 

数学ミニ事典 

方程式の由来 

・方程式の語源と歴史      

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

２
節 

方
程
式
の
活
用
（
６
時
間
） 

① 方程式の活用 ・方程式を使って問題を解決する手順 

・方程式を使った問題の解決 

・問題の答えと方程式の解 

・速さの問題 

(４) ○方程式を活用することに関心を

もち，問題の解決に生かそうとし

ていた。 

 

 

◎方程式を活用することに関心を

もち，意欲的に問題の解決に生か

して，考えたり判断したりしよう

としていた。 

○様々な事象の中の数量の関係を

とらえ，方程式をつくって考える

ことができた。 

 

 

◎様々な事象の中の数量の関係を

とらえ，方程式をつくって考える

とともに，その過程を振り返って

考えを深めたり説明したりする

ことができた。 

○問題の中の数量やその関係を文

字を使った式で表し，それをもと

につくった方程式を解くことが

できた。 

 

◎問題の中の数量やその関係を文

字を使った式で表し，それをもと

につくった方程式を正確に解く

ことができた。 

○方程式を活用して問題を解決す

る手順を理解していた。 

 

 

 

◎解の吟味の必要性も含めて，方程

式を活用して問題を解決する手

順を十分に理解していた。 

② 方程式と比 ・比の値，比例式の意味 

・比例式の性質 

・比例式を使った問題の解決 

(1.5) ○方程式を活用することに関心を

もち，比例式とその解き方につい

て方程式を活用しようとしてい

た。 

 

◎比例式を使う問題に関心をもち，

それを方程式を活用する場面と

みなして，意欲的に解決に生かし

て，考えたり判断したりしようと

していた。 

○比例式の性質が成り立つ理由に

ついて考えることができた。 

 

 

 

◎数量の関係をとらえ，比例式をつ

くり，方程式に変形して考えると

ともに，その過程を振り返って考

えを深めることができた。 

○比例式を解くことができた。 

 

 

 

 

◎比例式を正確に解くことができ

た。 

○比の値，比例式の意味を理解して

いた。 

○比例式の性質をもとに，比例式の

解き方を理解していた。 

 

◎比の値，比例式の意味および比例

式の解き方を理解していた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (0.5)  

チャレンジコーナー 

ディオファントスの 

一生 

・与えられた条件を方程式にして問題を解

決すること 

 ○方程式を活用することに関心を

もち，事象を方程式でとらえた

り，それらの性質や関係を見いだ

したりしようとした。 

 

◎数学的に考え表現することに関

心をもち，意欲的に方程式を問題

の解決に活用して考えたり判断

したりしようとしていた。 

○方程式についての基礎的・基本的

な知識および技能を活用するこ

とができた。 

 

 

◎事象を見通しをもって論理的に

考察したり，その過程を振り返っ

て考えを深めたりしていた。 

○事象の性質や関係を方程式で表

現することができた。 

 

 

 

◎事象の性質や関係を方程式で表

現したり，その意味を読みとった

りすることができた。 

○事象を，方程式を使って解決する

手順を理解していた。 

 

 

 

◎方程式の必要性と意味を理解し

ていた。 

 

学習のまとめ ３章の基本のまとめ   

章の問題 ３章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

問題づくり 

・方程式を使って答える問題をつくること  〇方程式を使って答える問題づく

りに関心をもち，問題をつくろう

としていた。 

 

◎方程式を使って答える問題づく

りに関心をもち，複数の問題をつ

くろうとしていた。 

〇つくった問題の適切性について

判断することができた。 

 

 

◎つくった問題の適切性について，

多様な視点から判断することが

できた。 

〇方程式を使って答える問題をつ

くることができた。 

 

 

◎方程式を使って答える問題を複

数つくることができた。 

〇解の吟味の必要性を理解してい

た。 

 

 

◎解の吟味の必要性を十分に理解

していた。 

ジャンプ 

  不等式（発展） 

・不等式の解，解くことの意味 

・不等式の性質 

・不等式の性質を使った不等式の解き方 

  

 

 



４章 比例と反比例（20時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標  (1) 比例，反比例する２つの数量の関係に関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 

     (2) 比例，反比例で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

     (3) 比例，反比例の関係を，表，式，グラフに的確に表すことができる。 

     (4) 関数関係の意味，比例や反比例の意味，比例や反比例の特徴を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

比
例
（
８
時
間
） 

① 関数 ・関数の意味 

・変数，変域の意味 

(1.5) ○関数関係に関心をもち，その関係

を表やグラフで表したり，変化や

対応の様子をとらえたりしよう

としていた。 

 

◎関数関係に関心をもち，その関係

を表やグラフで表したり，変化や

対応の様子をとらえたりするこ

とで，関数関係にあるかどうかに

ついて判断しようとしていた。 

○２つの数量の関係について，表や

グラフをもとに，その変化や対応

の様子をとらえることができた。 

 

 

◎２つの数量の関係を，表やグラフ

をもとに，変化や対応の様子をと

らえ，関数関係にあるかどうかに

ついて判断し，それを説明するこ

とができた。 

○関数関係を，表やグラフで表し，

判断することができた。 

○変数の変域を，式や数直線を使っ

て表すことができた。 

 

◎関数関係を表やグラフで表し，正

確に判断することができた。 

◎変数の変域を，式や数直線を使っ

て正確に表すことができた。 

○関数関係の意味を理解していた。 

○変数と変域の意味を理解してい

た。 

 

 

◎関数関係にあるかどうかを判断

する方法を理解していた。 

数学ミニ事典 

 「関数」の由来 

・「関数」という言葉の語源      

② 比例の式 ・比例の意味 

・比例の式 y ax  

・比例の定義と比例定数 

・比例の式の求め方 

(2.5) ○比例の特徴に関心をもち，小学校

で学習した内容と関連づけて理

解しようとしていた。 

○比例に関心をもち，事象の中から

比例としてとらえられる２つの

数量を見いだしたり，その関係を

式で表したりしようとしていた。 

 

 

 

◎事象の中にある２つの数量の関

係が比例であるかどうかについ

て，その式の形から判断しようと

していた。 

○事象の中にある２つの数量の関

係を，変化や対応の様子に着目し

て調べ，比例としてとらえられる

２つの数量を見いだすことがで

きた。 

○比例定数が負の数の場合の比例

についても，正の数の場合のこと

から予想して調べることができ

た。 

 

◎比例がすべて y ax という式で

表せることを説明することがで

きた。 

◎事象の中にある２つの数量の関

係が比例であるかどうかについ

て，その式の形から判断したり説

明したりすることができた。 

○比例を式で表すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎比例を式で正確に表すことがで

きた。 

○比例の意味を理解していた。 

○比例が y ax という式で表され

る関係であることを理解してい

た。 

○比例としてとらえられる２つの

数量の値から，比例の式を求める

方法を理解していた。 

 

 

 

◎比例が y ax という式で表され

る必要性と意味について理解し

ていた。 

③ 座標 ・平面上の点の位置の表し方 

・座標の意味 

・座標の求め方 

・座標平面上への点のとり方 

(１) ○座標に関心をもち，平面上の点を

座標を用いて表したり，座標をも

とにして平面上に点をとったり

しようとしていた。 

 

◎座標の意味やその特徴について

考えようとしていた。 

○既習の内容と関連させて２つの

数の組を用いることで，平面上の

位置を示すことができることを

考えることができた。 

 

◎座標をもとにして平面上にとっ

た点と，その対称の位置にある点

どうしとの関係について考え，そ

れを説明することができた。 

○平面上の点を座標を用いて表す

ことができた。 

○座標平面上の点の位置を読みと

ることができた。 

 

◎平面上の点を座標を用いて表し

たり，座標をもとにして平面上に

点をとったりすることが正確に

できた。 

○座標を用いた点の表す方法や読

みとる方法を理解していた。 

 

 

 

◎座標の必要性と意味について理

解していた。 



チャレンジコーナー 

座標平面 

・座標平面と象限  ◎座標平面の特徴を調べようとし

ていた。 

◎座標平面上の点を，x 座標，y 座標

の符号と関連づけて，格子点以外

の座標も含めて考えることがで

きた。 

  

④ 比例のグラフ ・関数 y ax のグラフ 

・関数 y ax の値の変化 

・関数 y ax のグラフのかき方 

・比例のグラフからの式の求め方 

(２) ○比例のグラフのかき方に関心を

もち，かこうとしていた。 

○比例をグラフに表すことに関心

をもち，グラフを使って比例の特

徴を考えようとしていた。 

 

◎比例のグラフのかき方に関心を

もち，工夫してかこうとしたり，

比例の特徴を的確に表そうとし

たりしていた。 

○比例のグラフのかき方について

考えることができた。 

○比例を表，式，グラフを使って調

べ，その特徴を見いだすことがで

きた。 

 

◎比例のグラフのかき方を的確に

説明したり，見いだした比例のグ

ラフの特徴を表や式と関連づけ

て説明したりすることができた。 

○比例をグラフで表すことができ

た。 

○比例のグラフから比例の式を求

めることができた。 

 

 

◎比例のグラフを手際よくかくこ

とができたり，比例のグラフから

比例の式を求めたりすることが

正確にできた。 

○比例のグラフのかき方を理解し

ていた。 

○比例を表す式，表，グラフの特徴

を理解していた。 

 

 

◎比例を表す式，表，グラフの特徴

について，相互に関連づけて理解

していた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

２
節 

反
比
例
（
５
時
間
） 

① 反比例の式 ・反比例の意味 

・反比例の式 y＝
x
a

 

・反比例の定義と比例定数 

・反比例の式の求め方 

(２) ○反比例に関心をもち，事象の中か

ら反比例としてとらえられる２

つの数量を見いだしたり，その関

係を式で表したりしようとして

いた。 

 

 

 

 

 

◎事象の中にある２つの数量の関

係が反比例であるかどうかにつ

いて，その式の形から判断しよう

としていた。 

○事象の中にある２つの数量の関

係を，変化や対応の様子に着目し

て調べ，反比例としてとらえられ

る２つの数量を見いだすことが

できた。 

○比例定数が負の数の場合の反比

例についても，正の数の場合のこ

とから予想して調べることがで

きた。 

 

◎反比例がすべて y＝
x
a という式で

表せることを説明することがで

きた。 

◎事象の中にある２つの数量の関

係が反比例であるかどうかにつ

いて，その式の形から判断したり

説明したりすることができた。 

○反比例を式で表すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎反比例を式で正確に表すことが

できた。 

○反比例の意味を理解していた。 

○反比例が y＝
x
a という式で表され

る関係であることを理解してい

た。 

○反比例としてとらえられる２つ

の数量の値から，反比例の式を求

める方法を理解していた。 

 

 

 

◎反比例が y＝
x
a という式で表され

る必要性と意味について理解し

ていた。 

② 反比例のグラフ ・関数 y＝
x
a
のグラフ 

・反比例のグラフの特徴 

(２) ○反比例のグラフのかき方に関心

をもち，かこうとしていた。 

○反比例をグラフに表すことに関

心をもち，グラフを使って反比例

の特徴を考えようとしていた。 

 

 

◎反比例のグラフのかき方に関心

をもち，工夫してかこうとした

り，比例の関係の学習をもとに反

比例の特徴を的確に表そうとし

たりしていた。 

○反比例のグラフのかき方につい

て考えることができた。 

○反比例について，比例の学習をも

とに表，式，グラフを使って調べ，

その特徴を見いだすことができ

た。 

 

◎反比例のグラフのかき方を的確

に説明したり，見いだした反比例

のグラフの特徴を表や式と関連

づけて説明したりすることがで

きた。 

○反比例をグラフで表すことがで

きた。 

 

 

 

 

 

◎反比例のグラフを手際よくかく

ことができたり，反比例のグラフ

から反比例の式を求めたりする

ことが正確にできた。 

○反比例のグラフのかき方を理解

していた。 

○反比例を表す式，表，グラフの特

徴を理解していた。 

 

 

 

◎反比例を表す式，表，グラフの特

徴について，相互に関連づけて理

解していた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (１)  

３
節 

比
例
、
反
比

例
の
活
用
（
５
時
間
） 

① 比例，反比例の活用 ・比例の関係を使った問題の解決 

・反比例の関係を使った問題の解決 

・複雑な形をした図形の面積を求めること 

(4.5) ○比例，反比例の関係を使って，事

象をとらえ数学的に説明するこ

とに関心をもち，問題の解決に生

かそうとしていた。 

 

 

 

 

 

○事象から取り出した２つの数量

の関係が比例，反比例であるかど

うかを判断し，その変化や対応の

特徴をとらえることができた。 

○事象から取り出した２つの数量

の関係を，理想化したり単純化し

たりして比例，反比例とみなし，

変化や対応の様子を調べたり予

測したりすることができた。 

○比例，反比例の関係を表，式，グ

ラフを使って表したり処理した

りすることができた。 

 

 

 

 

 

 

○事象の中には，比例，反比例とみ

なすことで，変化や対応の様子に

ついて調べたり，予測したりでき

るものがあることを理解してい

た。 

○事象を扱う際には，変数の変域を

意識する必要があることを理解

していた。 

 



 

 

 

 

 

◎比例，反比例の関係を使って，事

象をとらえ数学的に説明するこ

とに関心をもち，意欲的に数学を

問題の解決に活用して考えたり

判断したりしようとしていた。 

○比例，反比例の関係を使って，調

べたり予測したりした結果が適

切であるかどうかを振り返って

考えることができた。 

 

◎事象から取り出した２つの数量

の関係が比例，反比例であるかど

うかを判断したり，比例，反比例

とみなしたりして，その変化や対

応の様子を調べたり予測したり

することを通して得られた結果

が適切であるかどうかを振り返

って考え，それを説明することが

できた。 

 

 

 

 

 

◎比例，反比例の関係を表，式，グ

ラフを使って表したり処理した

りすることが正確にできた。 

 

 

 

 

 

◎事象の中には，比例，反比例とみ

なすことで，変化や対応の様子に

ついて調べたり予測したりでき

ることの必要性と意味を理解し

ていた。 

基本のたしかめ ３節の基本問題 (0.5)  

学習のまとめ ４章の基本のまとめ   

章の問題 ４章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

ランドルト環 

・ランドルト環における数量関係を見いだ

すこと 

 ◎ランドルト環におけるどの２つ

の数量が比例，反比例の関係にあ

るかを見いだそうとしていた。 

◎ランドルト環の視力と外側の円

の直径の表から，その特徴を読み

とることができた。 

◎ランドルト環の視力と外側の円

の直径の関係を正確に表にまと

めることができた。 

◎表を使って，ランドルト環の視力

と外側の円の直径の関係を調べ

られることを理解していた。 

 



５章 平面図形（21 時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標  (1) 基本的な作図や図形の移動に関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 

     (2) 平面図形で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

     (3) 基本的な作図や図形の移動をすることができる。 

     (4) 平面図形の性質，基本的な作図の方法，図形の移動を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

平
面
図
形
の
基
礎 

（
4.5

時
間
） 

① 直線，線分，角 ・直線，線分，角 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) ○図形の構成要素やその必要性に

関心をもち，それらの意味につい

て考察しようとしていた。 

 

 

◎図形の構成要素について，分類整

理して考え判断しようとしてい

た。 

○平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，図形の構成要素を考察する

ことができた。 

 

◎平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，図形の構成要素を考察し，

それを説明することができた。 

○用語や記号を使って，図形を表す

ことができた。 

 

 

 

◎用語や記号を使って，図形を正確

に表すことができた。 

〇直線，線分，角の意味を理解して

いた。 

 

 

 

◎用語や記号の表現の必要性を理

解していた。 

 

 

② ２直線の位置関係 ・２直線の位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（0.5） 〇２直線の位置関係に関心をもち， 

 その意味について考察しようと

していた。 

 

 

◎２直線の位置関係について，分類

整理して考え判断しようとして

いた。 

〇平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，２直線の位置関係を考察す

ることができた。 

 

◎平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，２直線の位置関係を考察

し，それを説明することができ

た。 

〇用語や記号を使って，２直線の位

置関係を表すことができた。 

 

 

 

◎用語や記号を使って，２直線の位

置関係を正確に表すことができ

た。 

〇２直線の垂直・平行の意味を理解

していた。 

 

 

 

◎２直線の垂直・平行の意味を統合

的に理解していた。 

 

 

 

③ 点と直線の距離 ・点と直線の距離 

・平行な２直線間の距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（0.5） 〇点と直線の距離，平行な２直線間

の距離に関心をもち，それらの意

味について考察しようとしてい

た。 

 

 

◎点と直線の距離，平行な２直線間

の距離について，分類整理して考

え判断しようとしていた。 

 

〇平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，点と直線の距離，平行な２

直線間の距離を考察することが

できた。 

 

◎平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，点と直線の距離，平行な２

直線間の距離を考察し，それを説

明することができた。 

〇点と直線の距離，平行な２直線間

の距離をはかることができた。 

 

 

 

 

◎点と直線の距離，平行な２直線間

の距離を正確にはかることがで

きた。 

〇点と直線の距離、平行な２直線間

の距離の意味を理解していた。 

 

 

 

 

◎点と直線の距離，平行な２直線間

の距離の意味を統合的に理解し

ていた。 

 

 

④ 円とおうぎ形 ・円とおうぎ形 

・円の接線 

（1.5） 〇円とおうぎ形の関係，円と直線の

位置関係に関心をもち，それらの

意味について考察しようとして

いた。 

 

 

◎円とおうぎ形の関係，円と直線の

位置関係について，分類整理して

考え判断しようとしていた。 

〇平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，円とおうぎ形の関係，円と

直線の位置関係を考察すること

ができた。 

 

◎平面図形についての基礎的・基本

的な知識および技能を活用しな

がら，円とおうぎ形の関係，円と

直線の位置関係を考察し，それを

〇おうぎ形の中心角を求めること

ができた。 

〇円と直線の位置関係を分類し，読

みとることができた。 

 

 

◎円と直線の位置関係を正確に分

類し，読みとることができた。 

○円の弧や弦，中心角，おうぎ形，

円の接線の意味を理解していた。 

 

 

 

 

◎円とおうぎ形の関係，円と直線の

位置関係を統合的に理解してい

た。， 

 



説明することができた。  

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

２
節 

作
図
（
7.5

時
間
） 

① 基本の作図 ・垂直二等分線の意味と作図 

・角の二等分線の意味と作図 

・垂線の作図 

(４) ○基本的な作図に関心をもち，その

しかたを考えようとしていた。 

 

 

 

 

 

◎基本的な作図のしかたを，図形の

対称性に着目して考えようとし

ていた。 

○基本的な作図のしかたを，図形の

対称性に着目したり図形を決定

する要素に着目したりして，その

手順を考えることができた。 

○作図の手順を順序よく説明する

ことができた。 

 

◎基本的な作図のしかたについて，

図形の対称性に着目して説明す

ることができたり，振り返って統

合的に考えたりすることができ

た。 

◎作図のしかたを複数考えたり，他

人の作図のしかたの意味を読み

とってその根拠を説明したりす

ることができた。 

○作図の道具として，定規やコンパ

スを正しく使うことができた。 

○垂直二等分線，角の二等分線，垂

線などの基本的な作図をするこ

とができた。 

 

 

◎垂直二等分線，角の二等分線，垂

線などの基本的な作図を正確に

することができた。 

○作図の意味を理解していた。 

○垂直二等分線などの作図のしか

たを理解していた。 

○作図と関連のある用語の意味を

理解していた。 

 

 

◎基本的な作図のしかたを，統合的

に考えられることを理解してい

た。 

② いろいろな作図 ・垂直二等分線の作図の活用 

・角の二等分線の作図の活用 

・垂線の作図の活用 

・作図を活用して条件をみたす地点を求め

ること 

(３) ○いろいろな作図に関心をもち，そ

のしかたを考えたり，問題の解決

にいかしたりしようとしていた。 

 

 

 

 

◎いろいろな作図に関心をもち，積

極的に複数のしかたを考えたり，

問題の解決にいかしたりしよう

としていた。 

○作図した図形が条件に適するも

のであるかどうかを振り返って

考えることができた。 

○基本的な作図を使って，条件に合

った作図のしかたを見いだすこ

とができた。 

 

◎作図の手順や作図した図形が条

件に適するものであるかどうか

を振り返って考え，それを説明す

ることができた 

◎基本的な作図を使って，条件に合

った作図のしかたを複数見いだ

すことができた。 

○垂直二等分線，角の二等分線，垂

線などの作図を使って，条件に合

った作図をすることができた。 

 

 

 

 

◎垂直二等分線，角の二等分線，垂

線などの作図を使って，条件に合

った作図を正確にすることがで

きた。 

○垂直二等分線などを使った作図

のしかたを理解していた。 

 

 

 

 

 

◎垂直二等分線などを使った作図

のしかたとその意味を理解して

いた。 

◎いろいろな作図のしかたを統合

的に考えられることを理解して

いた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (0.5)  

チャレンジコーナー 

正多角形の作図 

・正多角形の作図  ○正多角形の作図に関心をもち，既

習の知識をもとに作図しようと

していた。 

 

◎正多角形のもつ性質や特徴をも

とに，いろいろなしかたで正多角

形を作図しようとしていた。 

○正多角形のもつ性質や特徴を考

えることができた。 

 

 

◎正多角形のもつ性質や特徴をも

とに，その作図のしかたをいろい

ろと考えるとともに，その過程を

説明することができた。 

○正三角形，正方形を作図すること

ができた。 

 

 

◎正六角形，正八角形を作図するこ

とができた。 

○正多角形のもつ性質や特徴を理

解していた。 

 

 

◎正多角形のもつ性質や特徴をも

とに，その作図のしかたを理解し

ていた。 

３
節 

図
形
の
移
動
（
3.5

時
間
） 

① 基本となる移動 ・移動の意味 

・平行移動の意味と性質 

・回転移動の意味と性質 

・対称移動の意味と性質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平行移動，回転移動および対称移

動に関心をもち，既習の対称な図

形と関連づけたり，意欲的に図形

の移動を考えていこうとしたり

していた。 

 

 

 

◎平行移動，回転移動および対称移

動に関心をもち，作図と関連づけ

て移動の方法を考えようとした

り，移動の前後の２つの図形の関

係を考えたりしようとしていた。 

○移動前と移動後の２つの図形の

関係を調べ，直線の位置関係や対

応する辺や角の関係など図形の

性質を見いだすことができた。 

○基本の作図の方法や作図した結

果が正しいことを，図形の移動の

見方から確かめることができた。 

 

◎基本の作図の方法や作図した結

果が正しいことを，図形の移動の

見方から確かめ，それを説明する

ことができた。 

○図形を移動したり，移動した図形

をかいたりすることができた。 

 

 

 

 

 

 

◎定規やコンパスなどを使って，図

形を移動したり，移動した図形を

かいたりすることが正確にでき

た。 

○平行移動，回転移動および対称移

動の意味を理解していた。 

○図形を移動したり，移動した図形

をかいたりする方法を理解して

いた。 

 

 

 

◎移動前と移動後の２つの図形の

関係について理解していた。 

◎移動を通して，対称性を図形間の

関係としても理解していた。 



② 移動の組み合わせ ・３つの移動を組み合わせた移動 （１） 〇移動の組み合わせに関心をもち， 

 そのしくみについて考えようと

していた。 

 

◎移動の組み合わせに関心をもち， 

 そのしくみについて考え，移動の

前後の図形の関係を見いだそう

としていた。 

〇移動の前後の図形の関係を調べ， 

 そのしくみについて考えること

ができた。 

 

◎移動の前後の図形の関係を調べ， 

 そのしくみを考え，それを説明す

ることができた。 

〇移動の組み合わせについて，図形

がどのように移動したかを読み

とることができた。 

 

◎移動の組み合わせについて，図形

がどのように移動したかを複数

の見方から読みとることができ

た。 

〇移動の前後の図形の関係を理解

していた。 

 

 

◎移動の前後の図形の関係を既習

の内容と関連づけて理解してい

た。 

基本のたしかめ ３節の基本問題 (0.5)  

チャレンジコーナー 

いちばん近い点は 

どこ？ 

・移動の考えを使って問題を解決すること  ○最短経路の求め方に関心をもち，

意欲的に考えようとしていた。 

 

◎最短経路の求め方に関心をもち，

さらに自分で調べようとしてい

た。 

○移動の考えに帰着させ，最短経路

の求め方を考えることができた。 

 

◎移動の考えに帰着させ，最短経路

の求め方を考え，それを説明する

ことができた。 

○移動の考えに帰着させ，最短経路

を求めることができた。 

 

◎最短経路の求め方について，さら

に自分で調べることができた。 

〇最短経路の求め方を理解してい

た。 

 

◎最短経路の求め方の意味を理解

していた。 

４
節 

円
と
お
う
ぎ
形
の
計
量
（
3.5

時
間
） 

① 円の周の長さと面積 ・円周率πの意味 

・円の周の長さと面積 

(0.5) ○円周の長さや円の面積に関心を

もち，それらを求めようとしてい

た。 

 

◎円周の長さや円の面積に関心を

もち，それらの求め方を考えよう

としていた。 

○円周の長さや円の面積の求め方

を，πを使って表す意味を考える

ことができた。 

 

◎円周の長さや円の面積の求め方

を，πを使って表す意味を考え，

それを説明することができた。 

○円周の長さや円の面積を，πを 

使って求めることができた。 

 

 

◎円周の長さや円の面積を，πを 

使って正確に求めることができ

た。 

○πの意味を理解していた。 

○円周の長さや円の面積の求め方

を理解していた。 

 

◎円周の長さや円の面積の求め方

を，πを使って表す意味とその必

要性を理解していた。 

② おうぎ形の弧の長さ

と面積 

・おうぎ形の中心角と弧の長さの関係 

・おうぎ形の中心角と面積の関係 

(2.5) ○おうぎ形の弧の長さと面積など

に関心をもち，それらを求めよう

としていた。 

 

 

◎おうぎ形の弧の長さと面積など

に関心をもち，それらの求め方を

考えようとしていた。 

○おうぎ形について，弧の長さと中

心角の関係に着目して，その弧の

長さと面積の求め方を考えるこ

とができた。 

 

◎おうぎ形について，弧の長さと中

心角の関係に着目して，その弧の

長さと面積の求め方を合理的に

考えることができたり，それを説

明したりすることができた。 

○おうぎ形の弧の長さと面積を求

めることができた。 

 

 

 

◎おうぎ形の弧の長さと面積を正

確に求めることができた。 

○おうぎ形の弧の長さと面積の求

め方を理解していた。 

 

 

 

◎おうぎ形の弧の長さと面積の求

め方の意味を理解していた。 

基本のたしかめ ４節の基本問題 (0.5)  

チャレンジコーナー 

おうぎ形の面積の 

求め方 

・半径と弧の長さを使って，おうぎ形の面

積を求める方法 

 ○中心角を使わずにおうぎ形の面

積を求める方法に関心をもち，意

欲的に考えようとしていた。 

 

◎半径 r，弧の長さℓのおうぎ形の面

積を求める式が，底辺ℓ，高さ r

の三角形の面積を求める式と同

じになることに関心をもち，その

求め方を考えようとしていた。 

○既習の図形に帰着させて，おうぎ

形の面積を考えることができた。 

 

 

◎中心角の小さいおうぎ形を三角

形とみなし，おうぎ形を長方形の

形に並べ直してその面積を考え

ることができた。 

◎
360

x と
rπ2

 の関係について考える

ことができた。 

○既習の図形に帰着させて，おうぎ

形の面積を求めることができた。 

 

 

◎中心角の小さいおうぎ形を三角

形とみなし，おうぎ形を長方形の

形に並べ直してその面積を求め

ることができた。 

○中心角を使わずにおうぎ形の面

積を求める方法を理解していた。 

 

 

◎おうぎ形の面積を，その半径と弧

の長さから求める式を理解して

いた。 

学習のまとめ ５章の基本のまとめ   

章の問題 ５章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

円周率πの歴史 

・円周率の求め方の歴史  ○円周率について関心をもち，自分

で調べようとしていた。 

 

◎円周率について関心をもち，さら

に自分で調べようとしていた。 

○円周率の求め方を，数学史などを

もとに考えることができた。 

 

◎円周率が 3
71
10 と 3

7
1 の間にある理

由を考えることができた。 

○円周率の歴史を知ることができ

た。 

 

◎円周率について，さらに自分で調

べることができた。 

○円周率の求め方について理解し

ていた。 

 

◎円周率の求め方をさらに自分で

調べ理解していた。 

ジャンプ 

  三角形と円の関係（発展） 

・三角形の外接円と外心の意味 

・三角形の内接円と内心の意味 

・三角形の五心 

  

 

 



６章 空間図形（17 時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標  (1) 空間図形の平面上への表現や図形の計量に関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 

     (2) 空間図形で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

     (3) 空間図形を平面上に表現したり，図形の計量をしたりすることができる。 

     (4) 空間図形の性質，空間における図形の位置関係，図形の計量のしかたなどを理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

立
体
の
基
礎
（
２
時
間
） 

①  いろいろな立体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学ミニ事典 

正多面体の発見と歴史 

・角錐と円錐 

・正多面体の意味と特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ピタゴラスとプラトンの正多面体に関わ

ること 

(２) ○立体に関心をもち，いろいろな観

点から分類しその特徴について

考えようとしていた。 

 

◎立体に関心をもち，立体のもつ特

徴や性質についていろいろな観

点から分類し，それを理解しよう

としていた。 

◎正多面体の面，辺，頂点の関係に

ついて考えようとしていた。 

○観察や操作を通して，立体の特徴

を見いだすことができた。 

 

 

◎観察や操作を通して，立体の特徴

を見いだしたり，それを説明した

りすることを通して，論理的に考

えることができた。 

◎正多面体の面，辺，頂点の関係に

着目し，立体図形のもつ性質とし

てまとめたり，身のまわりの立体

についても考えたりすることが

できた。 

 

 

○立体の特徴を読みとることがで

きた。 

 

 

◎立体の特徴を正確に読みとるこ

とができた。 

◎正多面体の展開図を表したり，

面，辺，頂点の数をまとめたりす

ることができた。 

○立体の特徴を理解していた。 

 

 

 

◎立体の特徴について，柱体と錐体

の違いもおさえながら理解して

いた。 

◎正多面体の面，辺，頂点の関係を

理解していた。 

 

 

 

 

２
節 

立
体
の
見
方
と
調
べ
方
（
８
時
間
） 

①  直線や平面の 

位置関係 

・空間図形の意味 

・平面の決定 

・２直線の位置関係 

・直線と平面の位置関係 

・２平面の位置関係 

(3.5) ○空間における直線や平面の位置

関係に関心をもち，分類して考え

ようとしていた。 

 

 

 

 

 

 

◎空間における直線や平面の位置

関係に関心をもち，分類して考え

ようとするとともに，具体的な場

面などと関連づけて理解しよう

としていた。 

○空間における直線や平面の位置

関係を，分類などの活動を通して

見通しをもって考えることがで

きた。 

○空間における直線と平面，2 平面

の位置関係について，平行や垂直

であるかどうかを確かめること

ができた。 

 

◎空間における直線や平面の位置

関係を平面における場合から類

推したり，具体的な課題を通して

その位置関係について説明した

りすることができた。 

○空間における直線や平面の垂

直・平行を読みとることができ

た。 

○空間における直線や平面の位置

関係を分類し，読みとることがで

きた。 

 

 

 

◎空間における直線や平面の位置

関係を正確に分類し，読みとるこ

とができた。 

○平面の決定の意味を理解してい

た。 

○ねじれの位置の意味を理解して

いた。 

○空間における直線や平面の垂

直・平行の意味を理解していた。 

○空間における直線や平面の位置

関係を理解していた。 

 

◎空間における直線や平面の位置

関係を具体的な場面などと関連

づけて理解していた。 

② 面を動かして 

できる立体 

・辺や面を垂直に動かしてできる立体 

・面を回転させてできる立体 

(1.5) ○立体の構成に関心をもち，直線や

平面の運動によってどの立体が

構成されるかを考えようとして

いた。 

 

◎立体の構成に関心をもち，直線や

平面の運動によってどの立体が

構成されるかを考えようとする

とともに，具体的な場面などと関

連づけて理解しようとしていた。 

○柱体，錐体，球などの立体を，直

線や平面図形の運動によって構

成されているとみることができ

た。 

 

◎柱体，錐体，球などの立体を，直

線や平面図形の運動によって構

成されているとみるとともに，柱

体や錐体の特徴を考え，それを説

明することができた。 

○立体を平面図形の運動としてみ

て，その特徴を表すことができ

た。 

 

 

◎柱体や錐体を平面図形の運動と

みて，その特徴を表すことができ

た。 

○直線や平面図形の運動によって，

どのような立体が構成されるか

を理解していた。 

○回転体の意味を理解していた。 

 

◎直線や平面図形の運動によって，

どのような立体が構成されるか

を具体的な場面などと関連づけ

て理解していた。 



③ 立体の表し方 ・見取図と展開図 

・投影図 

(２) ○見取図，展開図，投影図に関心を

もち，それらを使って立体を表し

たり読みとったりしようとして

いた。 

 

 

 

 

 

◎見取図，展開図，投影図に関心を

もち，それらを使って立体を表し

たり読みとったりして，立体のも

つ性質を理解しようとしていた。 

○見取図，展開図，投影図を使って，

立体のもつ性質を見いだすこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

◎見取図，展開図，投影図を使って，

立体のもつ性質を見いだしたり，

それを説明したりすることを通

して，論理的に考えることができ

た。 

○見取図，展開図，投影図を使って，

立体を平面上に表すことができ

た。 

○見取図，展開図，投影図がどのよ

うな立体を表しているかを読み

とることができた。 

○展開図，見取図をもとに，辺の長

さなどを求めることができた。 

 

◎見取図，展開図，投影図を使って，

立体を平面上に正確に表すこと

ができた。 

◎見取図，展開図，投影図がどのよ

うな立体を表しているかを正確

に読みとったり，辺の長さなどを

正確に求めたりすることができ

た。 

○見取図，展開図，投影図の意味を

理解していた。 

○見取図，展開図，投影図に表す方

法を理解していた。 

 

 

 

 

 

◎見取図，展開図，投影図の特徴を

理解していた。 

チャレンジコーナー 

どんな立体なの 

かな？ 

・ある立体の展開図から見取図，投影図を

かくこと 

 ◎与えられた展開図からその立体

がどのような立体なのかを考え

ようとしていた。 

◎与えられた立体の展開図，見取

図，投影図をかくことを通して，

立体の統合的な見方をすること

ができた。 

◎与えられた展開図から立体を作

って，その立体の見取図，展開図

をかくことができた。 

 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (１)  

３
節 

立
体
の
体
積
と
表
面
積
（
５
時
間
） 

① 立体の体積 ・角柱や円柱の体積 

・角錐や円錐の体積 

・球の体積 

(２) ○柱体，錐体，球の体積に関心をも

ち，その求め方を考えようとして

いた。 

 

◎柱体，錐体，球の体積に関心をも

ち，その求め方を既習の内容と関

連づけて考えようとしていた。 

◎錐体の体積が柱体の体積の
3
1 で

あることに関心をもち，実験や模

型の観察を通して確かめようと

していた。 

○実験などをもとに，柱体，錐体，

球の体積の求め方を考えること

ができた。 

 

◎柱体，錐体，球の体積の求め方を，

既習の内容と関連づけて考える

ことができた。 

◎柱体，錐体，球の体積の求め方を，

工夫して考えることができた。 

○柱体，錐体，球の体積を求めるこ

とができた。 

 

 

◎柱体，錐体，球の体積を正確に求

めることができた。 

○柱体，錐体，球の体積の求め方を

理解していた。 

 

 

◎柱体，錐体，球の体積の求め方を，

既習の内容と関連づけて理解し

ていた。 

② 立体の表面積 ・角柱や円柱の表面積 

・角錐や円錐の表面積 

・球の表面積 

(２) ○柱体，錐体，球の表面積に関心を

もち，その求め方を考えようとし

ていた。 

 

◎柱体，錐体の表面積に関心をも

ち，その求め方を既習の内容と関

連づけて考えようとしていた。 

◎球の表面積の求め方に関心をも

ち，実験や模型の観察を通して確

かめようとしていた。 

○実験などをもとに，柱体，錐体，

球の表面積の求め方を考えるこ

とができた。 

 

◎柱体，錐体，球の表面積の求め方

を，既習の内容と関連づけて考え

ることができた。 

◎柱体，錐体，球の表面積の求め方

を，工夫して考えることができ

た。 

○柱体，錐体，球の表面積を求める

ことができた。 

 

 

◎柱体，錐体，球の表面積を正確に

求めることができた。 

○柱体，錐体，球の表面積の求め方

を理解していた。 

 

 

◎柱体，錐体，球の表面積の求め方

を，既習の内容と関連づけて理解

していた。 

基本のたしかめ ３節の基本問題 (１)  

 

 

数学ミニ事典 

 アルキメデスの墓石 

・図形の性質に関わるアルキメデスの逸話   

 

学習のまとめ ６章の基本のまとめ   

章の問題 ６章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

サッカーボール 

・サッカーボールの特徴  ○サッカーボールの構造に関心を

もち，その特徴について考えよう

としていた。 

 

◎サッカーボールと正多面体の関

係について考えようとしていた。 

○サッカーボールの特徴を見いだ

すことができた。 

 

 

◎サッカーボールと正多面体の関

係に着目し，他の身のまわりの立

○サッカーボールの特徴をあげる

ことができた。 

 

 

◎正二十面体をもとに，サッカー 

ボールをつくることができた。 

○サッカーボールの特徴を理解し

ていた。 

 

 

◎サッカーボールと正多面体の関

係を理解していた。 



 体についても考えることができ

た。 



７章 資料の整理と活用（11 時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標  (1) 様々な事象についての資料を収集して整理したり，その傾向を読みとったりすることに関心をもち，それらを活用して考えたり判断したりしようとする。 

     (2) 資料の散らばりと代表値で学習したことを活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりすることができる。 

     (3) 資料を表やグラフに整理したり，代表値を求めたりすることができる。 

     (4) ヒストグラムや代表値や相対度数の必要性と意味および誤差や近似値の意味を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

資
料
の
整
理
（
5.5

時
間
） 

① 度数の分布 ・範囲の意味 

・階級，階級の幅，度数の意味 

・資料を度数分布表に表し，その傾向を調

べること 

・度数分布表をヒストグラムや度数折れ線

に表し，資料の傾向を読みとり説明する

こと 

・相対度数の意味 

・相対度数を用いて，２つの資料の傾向を

比較すること 

(３) ○ヒストグラムや相対度数に関心

をもち，それらを用いて資料を整

理し，その傾向を読みとろうとし

ていた。 

 

◎ヒストグラムや相対度数を用い

て，状況に応じて資料の整理のし

かたを工夫したり，その傾向を読

みとろうとしたりしていた。 

○ヒストグラムや相対度数などを

もとに，資料の傾向を読みとるこ

とができた。 

 

 

◎ヒストグラムや相対度数などを

用いて，状況に応じて資料の傾向

を読みとり，それを数学的に表現

したり説明したりすることがで

きた。 

○資料をヒストグラムに表すこと

ができた。 

 

 

 

◎資料をヒストグラムに正確に表

すことができた。 

〇範囲の意味を理解していた。 

○ヒストグラムや相対度数の必要

性と意味を理解していた。 

 

 

◎ヒストグラムや相対度数を用い

て，状況に応じて資料の整理のし

かたを工夫したり，その傾向を読

みとったりする方法を理解して

いた。 

数学ミニ事典 

  度数分布表に 

まとめるときの工夫 

・資料を効率よく確実に度数分布表に整理

するしかた 

     

② 代表値 ・代表値の必要性と意味 

・代表値としての平均値の意味 

・階級値を用いた平均値の求め方 

・中央値，最頻値の意味 

・同じ資料を，階級の幅を変えて，その傾

向を読みとること 

 

(２) ○資料の傾向に関心をもち，代表値

の必要性と意味を考えようとし

ていた。 

 

 

◎資料の平均値，中央値，最頻値を

調べ，その傾向を読みとったり判

断したりしようとしていた。 

◎階級の幅を変えて，状況に応じて

資料を整理し，その傾向を読みと

ろうとしていた。 

○代表値を用いて，資料の傾向を読

みとることができた。 

 

 

 

◎代表値をもとに，資料の傾向を論

理的に考察し表現したり，その過

程を振り返って考えを深めたり

することができた。 

○資料の代表値を求めることがで

きた。 

○相対度数を用いて，資料を整理す

ることができた。 

 

◎仮平均を用いるなど，代表値を工

夫して求めることができた。 

○平均値，中央値，最頻値の意味を

理解していた。 

 

 

 

◎平均値，中央値，最頻値の必要性

と意味を理解していた。 

◎同じ資料でも，階級のとり方によ

ってヒストグラムの形状が変わ

ることがあることを理解してい

た。 

チャレンジコーナー 

ヒストグラムと 

代表値 

 

・資料の特徴を表す適切な代表値を考える

こと 

 ◎与えられたヒストグラムから，資

料の特徴を表す適切な代表値を

考えようとしていた。 

◎ヒストグラムの形に着目して，資

料の特徴を表す適切な代表値を

考えることができた。 

 ◎ヒストグラムの形から，資料によ

って適切な代表値が異なること

を理解していた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (0.5)  

２
節 

資
料
の
活
用 

（
２
時
間
） 

① 資料の活用 

  

・資料の傾向をとらえ，その結果をレポー

トやポスターにまとめること 

(２) 〇ヒストグラムや代表値，相対度数 

 などを用いて，資料の傾向をとら

えることに関心をもち，それを説

明しようとしていた。 

 

 

◎資料の傾向をとらえ説明するこ

とに関心をもち，資料を活用して

数学的に問題を解決しようとし

ていた。 

〇問題を解決するために，ヒストグ

ラムや代表値、相対度数などを用

いて，資料の傾向をとらえ説明す

ることができた。 

 

 

◎資料からその傾向を読みとり，自

分たちのこれからの行動や目標

などについて，数学的に判断する

ことができた。 

〇問題を解決するために，ヒストグ

ラムや代表値，相対度数などを用

いて，資料を整理することができ

た。 

 

 

◎問題を解決するために，ヒストグ

ラムや代表値，相対度数などを用

いて，資料の傾向を読みとること

ができた。 

〇ヒストグラムや代表値，相対度数

などを用いて，資料を整理し，そ

の傾向をとらえていく手順を理

解していた。 

 

 

◎ヒストグラムや代表値，相対度数

などを用いて，資料を整理し，問

題を解決する手順を理解してい

た。 



３
節 

近
似
値
と
有
効
数
字 

 
 

（
２
時
間
） 

① 近似値と有効数字 ・近似値や誤差の意味 

・有効数字の意味とその求め方 

(1.5) ○近似値と誤差，有効数字に関心を

もち，それらをもとに，身のまわ

りの数値の意味を考えようとし

ていた。 

 

 

◎近似値と誤差，有効数字を使っ

て，測定値などの身のまわりの数

値を表現しようとしていた。 

 

○近似値と誤差，有効数字の必要性

やその意味をもとに，目的に応じ

た数の表現を考えることができ

た。 

 

 

◎近似値と誤差，有効数字を使っ

て，測定値などの身のまわりの数

値の意味を考え，それを説明する

ことができた。 

○近似値と誤差を表すことができ

た。 

○有効数字として，数を 10na の形

に表すことができた。 

 

 

◎近似値と誤差，有効数字を使っ

て，測定値などの身のまわりの数

値を表すことができた。 

○近似値と誤差の意味を理解して

いた。 

○有効数字の意味を理解し，数を

10na の形に表すことを理解し

ていた。 

 

◎近似値と誤差，有効数字を使っ

て，測定値などの身のまわりの数

値を表す方法を理解していた。 

 

基本のたしかめ ３節の基本問題 (0.5)  

学習のまとめ ７章の基本のまとめ   

章の問題 ７章の問題 (0.5) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

 

 

 


